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議
会
日
誌

【
３
月
】

26
日　

三
月
定
例
会
閉
会

29
日　

政
策
討
論
会
幹
事
会

【
４
月
】

１
日　

え
び
の
市
消
防
団
入
退
団
式

２
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

５
日　

春
の「
地
域
安
全
・
交
通
安
全
」運
動
決
起
集
会

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

中
学
校
入
学
式（
市
内
各
中
学
校
）

10
日　

小
学
校
入
学
式（
市
内
各
小
学
校
）

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日　

九
州
国
際
高
等
学
校
入
学
式（
九
州
国
際
高
等
学
校
）

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

13
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

17
日　

西
諸
県
市
郡
議
長
会
総
会

18
日　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会（
霧
島
市
）

　
　
　

え
び
の
市
畑
地
か
ん
が
い
事
業
推
進
協
議
会
総
会

19
日　

政
策
討
論
会
幹
事
会

24
日　

平
成
24
年
度
区
長
・
分
区
長
合
同
会
議（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

小
林
・
え
び
の
・
高
原
定
住
圏
構
想
推
進
首
長
・

議
長
会（
小
林
市
）

26
日　

九
州
市
議
会
議
長
会（
宮
崎
市
）

29
日　

東
海
え
び
の
会（
～
30
日　

名
古
屋
市
）

【
５
月
】

7
日　

臨
時
会

10
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

11
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

14
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
管
外
視
察（
～
16
日　

大
阪
狭
山
市
ほ
か
）

15
日　

兵
庫
県
豊
岡
市
議
会
視
察
来
庁

16
日　

宮
崎
県
市
議
会
議
長
会
総
会（
～
17
日　

日
向
市
）

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
管
外
視
察（
～
18
日　

石
巻
市
ほ
か
）

20
日　

え
び
の
駐
屯
地
創
立
31
周
年
記
念
式
典

21
日　

第
32
回
人
権
社
会
確
立
全
九
州
研
究
集
会（
～

22
日　

別
府
市
）

22
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会（
東
京
）

25
日　

え
び
の
駐
屯
地
存
続
要
望
会（
熊
本
市
）

27
日　

第
2
回
関
西
え
び
の
会（
～
28
日　

大
阪
市
）

【
６
月
】

1
日　

基
地
対
策
調
査
特
別
委
員
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

六
月
定
例
会
開
会

えびのPAから見た７月の田園風景
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６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
25

日
ま
で
の
18
日
間
開
催
さ
れ
、
報
告
２

件
、
議
案
10
件
、
陳
情
１
件
、
議
員
提

出
議
案
等
３
件
を
審
議
。
そ
の
す
べ
て

を
可
決
ま
た
は
採
択
し
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
予
算
の
補
正

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
３
億
６
４
５

９
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
１
０

８
億
９
８
３
２
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
Ｊ
Ｒ
吉
都

線
100
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
補
助

金
６
１
８
万
８
千
円
、
飯
野
駅
前
区
自

治
公
民
館
建
設
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
６
９
０
万
円
、
国
保
財
政
安

定
化
支
援
事
業
繰
出
金
１
億
６
５
７
３

万
７
千
円
、
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

１
５
０
０
万
円
、
消
防
自
動
車
購
入
費

１
８
９
９
万
円
な
ど
で
す
。
歳
入
は
主

に
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
繰
入
金
、

市
債
な
ど
で
賄
い
ま
す
。

　

国
保
特
別
会
計
の
２
億
１
１
１
１
万

３
千
円
の
追
加
は
、
平
成
23
年
分
所
得

の
確
定
に
伴
う
国
保
税
の
２
億
４
０
２

４
万
３
千
円
の
減
額
及
び
本
年
度
の
交

付
金
の
５
５
４
０
万
２
千
円
が
減
額
と

な
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
国
保
財

政
安
定
化
支
援
事
業
繰
入
金
１
億
６
５

７
３
万
７
千
円
及
び
繰
入
金
１
億
円
の

追
加
並
び
に
平
成
23
年
度
決
算
に
伴
う

繰
越
金
見
込
み
額
２
億
２
８
９
９
万
９

千
円
を
見
込
む
も
の
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

国
保
税
の
課
税
に
お
け
る
基
礎
課
税

の
所
得
割
額
を
現
行
の
100
分
の
７
．
６

８
か
ら
100
分
の
８
．
６
８
に
、
介
護
保

険
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
納

付
金
課
税
額
の
所
得
割
を
100
分
の
１
．

２
５
か
ら
100
分
の
２
．
２
５
に
そ
れ
ぞ

れ
１
ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
税
率
引
き
上
げ
は
、
平
成

19
年
度
以
来
、
５
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ

で
、
近
年
の
医
療
費
の
増
大
や
景
気
低

迷
に
よ
る
課
税
標
準
額
の
伸
び
悩
み
と

こ
れ
に
伴
う
軽
減
世
帯
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
現
行
の
課
税
額
で
は
、
国
保
の

安
定
運
用
に
必
要
な
財
源
は
、
一
般
会

計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を
し
て
も
、

な
お
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
引
き
上

げ
に
踏
み
切
る
も
の
で
す
。

固
定
資
産
評
価
員
に
選
任

　
　
竹
下
京
一
氏
（
市
税
務
課
長
）

教
育
委
員
会
委
員
に
任
命

　
　
萩
原
和
範
氏
（
現
教
育
長
）

平成24年度の一般会計予算は　３億6459万8千円を追加し

国民健康保険特別会計予算は2億1111万3千円を追加し・総額36億6767万6千円に
介護保険特別会計予算
         （保険事業勘定）は 266万5千円を追加し・・ ・ 総額27億2196万5千円に
　　　（介護サービス事業勘定）は８千円を追加し・・ 総額　　2036万円に
観光特別会計予算は218万4千円を追加し・・・・・・・ 総額　　3123万1千円に

総額108億9832万4千円に
６月

定
例
会

　

５
月
臨
時
会
は
、
７
日
に
開
催
さ
れ
、

報
告
３
件
及
び
議
案
１
件
が
提
案
。
こ

れ
ら
の
議
案
等
は
、
す
べ
て
承
認
ま
た

は
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

に
７
７
２
万
６
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
０
５
億

３
３
７
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
地
域
公
共
交
通
に

か
か
る
経
費
で
、
今
年
10
月
か
ら
３
カ

月
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験

運
行
に
際
し
、
国
へ
の
路
線
申
請
や
実

験
結
果
の
検
証
・
分
析
作
業
に
よ
り
本

格
運
行
検
討
を
す
す
め
る
た
め
の
業
務

委
託
料
７
７
２
万
６
千
円
（
地
域
公
共

交
通
運
行
計
画
検
討
業
務
及
び
実
証
実

験
運
行
業
務
）
を
補
正
し
た
も
の
で
す
。

●
報
告
案
件
２
件
を
承
認

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
う
市

税
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
を
議
会
を
開
く
暇
が
な
い
と

し
て
専
決
処
分
し
て
い
た
も
の
で
す
。

５
月
臨
時
会
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６月定例会における議案等の審議結果
１．議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期：６月８日～６月25日（18日間）
番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果
報告第　５号 専決処分した損害賠償の額の決定について ――

報告第　６号 平成2３年度えびの市一般会計繰越明許費繰越計算書について ――

議案第４１号 固定資産評価員の選任について 同 意

議案第４２号 教育委員会の委員の任命について 同 意

議案第４３号 えびの市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第４４号 えびの市税条例の一部改正について 原案可決

議案第４５号 えびの市使用料及び手数料条例の一部改正について 原案可決

議案第４６号 えびの市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決
（賛13:反1）

議案第４７号 平成24年度えびの市一般会計予算の補正（第２号）について 原案可決

議案第４８号 平成24年度えびの市国民健康保険特別会計予算の補正（第１号）について 原案可決

議案第４９号 平成24年度えびの市介護保険特別会計予算の補正（第１号）について 原案可決

議案第５０号 平成24年度えびの市観光特別会計予算の補正（第１号）について 原案可決

２．請願・陳情
番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果

陳情第１４号 住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める
陳情書 採　　択

３．議員提出議案等
番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果

議 員 提 出
決議案第１号

陸上自衛隊第２４普通科連隊の存続・復元及びえびの駐屯地の存続・強化に
ついての決議

原案可決
（賛12:反2）

委 員会提出
意見書案第１号

住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める
意見書 原案可決

委員会提出
意見書案第２号 基地対策予算の増額等を求める意見書 原案可決

５月臨時会における議案等の審議結果
１．議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期：５月７日（１日間）
番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果
報告第　２号 専決処分した損害賠償の額の決定について ――

報告第　３号 専決処分したえびの市税条例の一部を改正する条例の承認について 原案承認

報告第　４号 専決処分したえびの市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の承認につ
いて 原案承認

議案第４０号 平成24年度えびの市一般会計予算の補正（第１号）について 原案可決
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一
般
質
問
は
、
６
月
12
日
か
ら
18
日

ま
で
の
３
日
の
日
程
で
実
施
。

　

震
災
が
れ
き
処
理
、
防
災
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。
本
市
の
現
状
は
、
大
規
模

な
大
会
や
公
式
試
合
等
が
行
え
る
環
境

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本
市
の
将
来
を

見
据
え
た
時
に
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
一

体
化
し
、
受
け
入
れ
体
制
の
環
境
整

備
・
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
本
市
全
体

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
市
長

は
、
永
山
公
園
東
側
の
土
地
を
購
入
し
、

サ
ッ
カ
ー
場
や
陸
上
競
技
場
を
含
め
て
、

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

確
か
に
え
び
の
市
は
、
地
の

利
も
良
い
の
で
大
き
な
施
設
が
出
来
れ

ば
誘
致
は
進
む
と
思
っ
て
い
る
が
、
費

用
対
効
果
を
考
え
る
と
、
現
時
点
で
は
、

今
持
っ
て
い
る
施
設
を
有
効
利
用
し
、

ス
ポ
ー
ツ
観
光
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

質
問　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
つ
い

て
。
遊
休
地
を
活
用
し
て
本
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
波
及
効
果
に
よ

る
財
政
へ
の
貢
献
及
び
経
済
活
性
化
が

見
込
め
る
事
業
と
思
う
が
取
り
組
む
考

え
は
。

　

市
長　

遊
休
地
と
し
て
提
供
で
き
る

状
況
で
は
な
い
が
、
国
の
調
査
に
応
募

し
本
市
の
能
力
を
調
査
す
る
。

　

質
問　

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
に
伴
う
、
が
れ
き
の
受
入
れ
に
つ
い

て
、
本
市
の
方
向
性
を
示
せ
。

　

市
長　

単
独
で
受
入
れ
を
表
明
す
る

こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
考
え
る
。

　

質
問　

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
て
環
境
保
全
等
に

成
果
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

今
、
所
有
者
に
は
連
絡
を
し
、

適
切
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

防
災
上
、
住
民
の
責
任
、
役
所
の
責
任

を
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
条
例

制
定
は
意
味
が
あ
る
の
で
進
め
る
。

　

質
問　

地
域
防
災
計
画
に
、
自
主
防

災
意
識
の
強
化
・
救
援
物
資
の
備
蓄
・

小
中
校
の
避
災
訓
練
は
示
し
て
あ
る
か
。

　

危
機
管
理
対
策
監　

昨
年
度
は
、
防

災
訓
練
、
図
上
訓
練
な
ど
自
主
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
地
域
が
11
地
区
あ

る
。
今
後
地
域
防
災
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
備
蓄
は

真
幸
出
張
所
に
飲
料
水
・
毛
布
・
マ
ス

ク
な
ど
備
蓄
し
て
あ
る
。
災
害
時
の
物

資
調
達
は
市
内
商
工
団
体
に
協
力
依
頼

を
し
た
。
ま
た
、
今
後
市
内
企
業
等
に

も
協
力
依
頼
を
し
て
い
く
。

　

教
育
長　

児
童
生
徒
の
生
命
を
守
る

こ
と
を
優
先
に
、
安
全
な
場
所
に
避
難

で
き
る
判
断
力
と
行
動
力
の
育
成
を
踏

ま
え
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　

質
問　

指
定
避
難
所
で
は
、
要
援
護

者
と
健
常
者
の
居
室
を
区
分
し
て
い
る

か
。

　

福
祉
事
務
所
長　

フ
ロ
ア
ー
と
和
室

を
分
け
福
祉
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
。

一
般
質
問

市
長
の
政
治
決
断
は
急
務

防
災
対
策
に
万
全
を

スポーツ観光の環境整備として注目される
永山公園周辺

上大河平自主防災組織の訓練のようす

竹中　雪宏
議員

外園　三千男
議員
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質
問　

２
月
の
県
議
会
で
、
震
災
が

れ
き
の
広
域
処
理
を
受
け
入
れ
る
よ
う

知
事
が
県
内
市
町
村
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
求
め
る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。
そ
の
後
県
か
ら
受
け
入
れ
の
要

請
が
何
回
あ
っ
た
か
。

　

市
長　

国
か
ら
県
に
は
文
書
で
が
れ

き
の
受
け
入
れ
の
要
請
が
来
て
い
る
と

聞
く
が
、
県
か
ら
は
え
び
の
市
に
受
け

入
れ
の
要
請
は
一
回
も
な
い
。

　

質
問　

広
域
処
理
要
請
で
国
か
ら
の

説
明
は
現
在
ま
で
何
回
あ
っ
た
か
。

　

市
長　

国
か
ら
直
接
の
要
請
も
な
い
。

　

質
問　

え
び
の
市
は
過
去
に
数
々
の

支
援
を
全
国
か
ら
受
け
た
。
被
災
地
の

事
情
を
踏
ま
え
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

市
長　

多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ

た
と
歴
史
に
も
残
っ
て
い
る
。
大
震
災

に
は
遠
方
の
自
治
体
と
し
て
協
力
を
し

た
い
。
職
員
も
派
遣
し
、
今
回
の
補
正

予
算
に
も
支
援
を
組
ん
で
い
る
。
色
々

な
支
援
の
方
法
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
要

請
に
つ
い
て
、
他
の
議
員
か
ら
も
質
問

が
あ
っ
た
。
市
長
は
安
全
と
安
心
の
確

保
が
必
要
と
し
て
、
こ
れ
に
前
向
き
で

は
な
い
。
そ
れ
で
は
安
全
安
心
と
は
何

か
。

　

市
長　

放
射
能
に
つ
い
て
、
子
供
達

に
影
響
が
出
な
い
か
。
ま
た
、
風
評
被

害
で
、
影
響
が
出
な
い
か
な
ど
で
す
。

　

質
問　

現
在
受
け
入
れ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
市
長
は
、
自
ら
現
地
に
行

っ
て
安
全
安
心
を
確
認
し
て
、
市
民
に

説
明
し
、
早
急
に
受
け
入
れ
表
明
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

市
長　

川
内
川
上
流
で
も
あ
り
、
流

域
市
町
と
の
協
議
も
開
い
て
み
た
い
。

　

質
問　

公
道
上
に
は
み
出
し
て
い
る

垣
根
等
が
あ
り
、
通
行
の
さ
ま
た
げ
に

な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
対
応
を
示

せ
。

　

建
設
課
長　

地
権
者
に
切
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
お
願
い
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

質
問　

そ
れ
で
も
切
っ
て
貰
え
な
い

所
も
あ
る
と
聞
く
。
そ
の
場
合
、
強
制

的
に
切
れ
る
よ
う
な
条
例
を
定
め
る
べ

き
だ
と
思
う
。

　

建
設
課
長　

道
路
法
で
は
勧
告
し
て

も
従
わ
な
い
場
合
は
３
０
万
円
以
下
の

罰
則
規
定
が
あ
る
。
よ
そ
で
は
、
個
人

の
財
産
権
が
あ
る
の
で
裁
判
に
な
っ
た

事
例
も
あ
る
。

　

質
問　

新
た
な
地
域
の
自
治
組
織
と

し
て
「
地
域
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
、

自
治
力
（
区
・
自
治
公
民
館
等
の
力
）

を
高
め
て
い
く
方
針
を
市
の
一
大
方
針

と
し
て
打
ち
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
区

と
自
治
公
民
館
の
関
係
は
、
ま
だ
、
市

民
の
理
解
に
混
乱
・
混
同
が
あ
る
。
こ

の
整
理
を
せ
ず
に
、
地
域
協
議
会
の
設

置
や
自
治
組
織
改
革
が
理
解
さ
れ
る
か
。

　

市
長　

今
回
の
市
民
協
働
課
の
設
置

に
よ
り
区
長
と
自
治
公
民
館
長
の
住
み

分
け
な
ど
を
一
緒
に
話
し
合
い
、
そ
の

ガ
レ
キ
の
受
け
入
れ
を

広
域
処
理
に
つ
い
て

自
治
組
織
の
機
能
強
化
に
つ
な

が
る
地
域
協
議
会
を
つ
く
れ

えびの市美化センター

えびの市最終処分埋立場

       

       

       

     

   ↑ 
 高牟礼議員 

西原　義文
議員

宮﨑　和宏
議員

池田　孝一
議員
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中
で
理
解
が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

区
・
自
治
公
民
館
な
ど
自
治

組
織
は
任
意
の
住
民
組
織
で
あ
り
、
そ

の
組
織
に
行
政
の
意
思
を
及
ば
せ
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
の
例
が
以
前
提
起
さ

れ
た
「
区
の
統
廃
合
問
題
」
だ
。
市
は
、

統
廃
合
を
模
索
す
る
よ
り
自
治
組
織
自

体
の
機
能
の
強
化
に
目
を
向
け
、
支
援

す
べ
き
だ
っ
た
。

　

市
長　

組
織
力
の
強
化
が
遅
く
な
っ

た
一
要
因
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
、

地
域
運
営
協
議
会
の
場
を
通
し
て
、
財

源
を
活
用
し
意
思
決
定
し
た
自
治
活
動

を
推
進
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
住
民
や
区
同
士
が
一
緒
に
自
治

を
強
化
す
る
中
で
、
区
・
自
治
会
同
士

の
連
携
や
支
援
活
動
な
ど
も
生
ま
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

質
問　

霧
島
演
習
場
の
立
ち
入
り
禁

止
を
伝
え
る
放
送
が
防
災
無
線
か
ら
頻

繁
に
聞
こ
え
て
く
る
。
ワ
ラ
ビ
な
ど
の

山
菜
採
り
や
野
草
の
刈
り
取
り
、
さ
ら

に
は
岡
元
用
水
路
の
管
理
な
ど
の
権
利

や
入い
り
あ
い
け
ん

会
権
を
侵
害
す
る
こ
と
の
無
い
よ

う
に
国
や
防
衛
省
に
伝
え
る
べ
き
だ
。

　

市
長　

立
ち
入
り
が
可
能
な
日
時
は
、

広
報
で
市
民
に
は
伝
え
て
あ
る
。
使
用

協
定
の
見
直
し
も
あ
る
の
で
配
慮
し
て

い
き
た
い
。

　

質
問　

市
の
発
注
す
る
事
業
は
、
分

割
発
注
す
る
な
ど
し
て
全
て
市
内
業
者

に
発
注
す
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。
再
度

確
認
を
求
め
る
。

　

市
長　

安
全
な
物
を
造
る
事
が
重
要

で
あ
る
。
現
在
、
指
名
競
争
入
札
の
制

度
と
な
っ
て
い
る
の
で
市
内
業
者
に
な

る
と
考
え
る
。

　

質
問　

水
害
が
心
配
さ
れ
る
季
節
が

来
た
。
十
兵
衛
裏
に
で
き
た
西
境
川
水

門
管
理
に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
プ
も
な
く
、

大
量
の
降
雨
が
有
っ
た
と
き
の
島
内
地

区
の
水
害
が
心
配
さ
れ
る
。
ポ
ン
プ
の

設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

市
長　

阿
波
井
堰
な
ど
川
内
川
の
改

修
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
西
境
川
水

門
に
ポ
ン
プ
の
設
置
を
国
土
交
通
省
に

申
し
入
れ
て
い
く
。

　

質
問　

大
河
平
、
堀
浦
、
鍋
倉
、
霧

島
な
ど
の
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
方

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
非
常

に
喜
ん
で
い
る
。
今
後
の
予
定
と
し
て

は
、
え
び
の
市
全
域
に
運
行
す
る
た
め

の
試
験
運
行
を
10
月
か
ら
始
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

市
民
全
体
が
利
用
し
て
、
将
来
は
自
衛

隊
の
駐
屯
地
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
る

よ
う
な
地
域
交
通
に
し
て
い
た
だ
き
た

西
境
川
に
ポ
ン
プ
設
置
を

市
民
が
利
用
し
や
す
い

地
域
交
通
に

新設された西境川水門

西原　政文
議員

栗下　政雄
議員
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い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考

え
る
か
。

　

市
長　

今
回
は
試
験
運
行
で
あ
り
、

一
部
の
地
域
の
運
行
に
な
る
が
、
そ
の

状
況
を
見
て
色
々
な
意
見
を
聞
い
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
、
き
ち
ん
と

し
た
成
果
を
出
し
、
本
格
運
行
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
当
然
、
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
の
確
保
が
一
番
の
目
的
で
す
。

多
く
の
市
民
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
運
行
形
態
に
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

え
び
の
市
の
上
水
道
の
水
源

は
現
在
、
川
内
川
上
流
の
表
流
水
を
取

水
し
て
い
る
。
施
設
の
維
持
管
理
や
災

害
な
ど
の
復
旧
対
応
を
考
慮
す
る
と
、

安
全
に
飲
用
で
き
る
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
に
、
災
害
に
強
い
第
２
水

源
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

第
２
水
源
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
は
。　

　

水
道
課
長　

平
成
23
年
度
に
堀
っ
た

試
験
井
１
本
で
水
量
・
水
質
・
水
温
な

ど
を
調
べ
た
結
果
、
水
源
と
し
て
問
題

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
調
査
が

降
雨
の
少
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
再
度

梅
雨
時
期
に
水
質
や
水
温
な
ど
を
調
べ
、

問
題
が
な
け
れ
ば
用
地
取
得
な
ど
第
２

水
源
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　

質
問　

電
力
不
足
に
備
え
た
節
電
対

策
の
取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
。
市

長
の
節
電
に
対
す
る
意
識
が
低
い
の
で

は
な
い
か
。
節
電
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か
。

　

市
長　

節
電
対
策
に
つ
い
て
は
電
力

の
無
駄
使
い
を
し
な
い
よ
う
に
色
々
と

指
示
を
出
し
て
い
る
。
職
員
も
理
解
し

て
節
電
に
努
力
し
て
い
る
と
思
う
。
し

か
し
、
不
十
分
な
面
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
今
で
き
る
事
が
何
か
を
十
分
に
協

議
し
て
節
電
対
策
の
強
化
を
図
り
た
い
。

　　

質
問　

平
成
23
年
度
職
員
採
用
試
験

の
大
学
卒
合
格
者
８
名
の
内
、
え
び
の

出
身
者
は
０
名
で
あ
っ
た
。
市
職
員
は

職
務
の
ほ
か
、
居
住
地
域
（
各
区
）
に

お
い
て
地
域
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
え
び
の
市
の
職
員
採
用
試

験
の
期
日
は
（
毎
年
10
月
末
）
県
庁
や

他
の
市
町
村
と
比
べ
て
遅
い
。
え
び
の

出
身
の
優
秀
な
学
生
は
試
験
日
の
早
い

県
庁
や
他
の
市
町
の
採
用
試
験
（
毎
年

６
月
末
頃
）
に
合
格
し
て
、
早
い
時
期

に
就
職
内
定
を
得
て
い
る
学
生
も
い
る
。

市
内
出
身
の
学
生
が
、
市
の
採
用
試
験

を
受
験
し
や
す
く
、
ま
た
、
一
人
で
も

多
い
受
験
者
を
確
保
す
る
た
め
に
も
試

験
日
を
早
期
に
設
定
す
る
な
ど
、
採
用

試
験
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
長　

職
員
採
用
人
員
に
つ
い
て
は

定
年
退
職
者
と
、
定
年
前
の
勧
奨
退
職

者
の
人
数
に
よ
っ
て
決
定
し
て
お
り
、

勧
奨
退
職
者
の
確
定
ま
で
に
時
間
を
要

し
て
い
る
。
試
験
制
度
の
見
直
し
は
厳

し
い
と
思
う
が
、
新
規
採
用
職
員
に
は

え
び
の
市
民
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し

た
職
員
に
な
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　

質
問　

上
江
小
・
中
の
通
学
路
で
あ

る
市
道
宮
原
一
号
線
の
高
速
ボ
ッ
ク
ス

の
安
全
対
策
を
地
元
が
要
望
し
て
い
る
。

　

建
設
課
長　

通
学
時
間
帯
の
交
通
規

制
を
県
公
安
委
員
会
と
協
議
す
る
。

安
全
な
水
の
安
定
的

供
給
を

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

えびの市上水道の水源（川内川上流）

上原　康雄
議員

北園　一正
議員
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質
問　

美
化
セ
ン
タ
ー
等
各
処
理
施

設
の
老
朽
化
の
進
行
や
、
適
正
な
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
少
子
高
齢

化
で
減
少
し
て
い
く
市
財
政
の
負
担
を

懸
念
す
る
が
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

環
境
業
務
課
長　

定
期
的
な
修
繕
計

画
に
基
づ
き
修
繕
を
す
る
。
昨
年
の
検

査
報
告
に
よ
る
と
お
お
よ
そ
20
年
の
耐

久
性
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

財
政
課
長　

今
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
の
美
化
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
計
画

に
よ
る
財
政
負
担
は
、
４
億
８
１
９
８

万
２
千
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

質
問　

施
設
の
延
命
化
に
Ｅ
Ｍ
菌
の

導
入
を
提
案
し
た
い
。
抗
酸
化
作
用
に

よ
る
機
械
の
老
朽
化
防
止
、
臭
気
抑
制
、

環
境
浄
化
等
の
対
策
に
な
る
。
多
く
の

自
治
体
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。
調
査

研
究
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

比
嘉
先
生
の
講
演
会
で
、
美

化
セ
ン
タ
ー
の
延
命
化
に
Ｅ
Ｍ
菌
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
の
で
は
と
い
う
話
も

聞
い
た
。
延
命
化
の
効
果
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
、
ま
た
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
の
か
。
化
学
的

デ
ー
タ
ー
が
な
い
と
取
り
組
め
な
い
部

分
も
あ
る
。
事
例
等
が
あ
れ
ば
研
究
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

え
び
の
市
の
財
政
力
指
数
は

県
内
の
市
の
中
で
下
か
ら
二
番
目
。
自

主
財
源
が
少
な
く
収
入
よ
り
支
出
の
規

模
が
大
き
い
。
経
常
収
支
比
率
は
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
歳
出
に

収
入
の
一
般
財
源
が
ど
の
程
度
充
て
ら

れ
る
の
か
を
示
す
も
の
で
下
か
ら
三
番

目
だ
。
市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

借
金
返
済
額
な
ど
を
示
す
割
合
は
一
番

良
い
。
今
後
財
政
を
維
持
改
善
す
る
た

め
の
改
革
を
ど
う
取
り
組
む
か
。　

　

市
長　

財
政
は
指
摘
の
通
り
、
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に
行
財

政
改
革
を
推
進
し
健
全
化
を
め
ざ
す
。

　

質
問　

入
札
契
約
制
度
改
革
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
改
善
し
た
か
。
市

民
の
信
頼
確
保
、
建
設
業
者
等
の
健
全

育
成
、
職
員
の
倫
理
教
育
、
法
令
遵
守

の
徹
底
へ
の
取
り
組
み
を
示
せ
。

　

副
市
長　

指
摘
の
通
り
、
全
職
員
を

対
象
に
倫
理
研
修
を
徹
底
し
て
行
い
、

法
令
遵
守
の
徹
底
に
努
め
る
。
ま
た
業

者
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

質
問　

災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

安
全
安
心
な
物
は
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。

被
災
地
へ
の
最
大
の
支
援
だ
と
思
う
。

　

市
長　

市
単
独
で
は
判
断
で
き
な
い
。

県
内
外
の
状
況
や
市
民
の
動
向
を
見
極

め
て
判
断
す
る
。

水路へのＥＭだんご投入風景

       

       

       

     

   ↑ 
 高牟礼議員 

髙牟礼　宏邦
議員

行
財
政
改
革
を

「入札・契約制度改革に関する実施方針」
（平成24年１月策定）

１．職員の意識改革
　職員の法令遵守（コンプライアンス）の
徹底や職員倫理の確立を図るための研修を
実施する。また、公益通報制度の周知徹
底・充実強化や働きかけ（口利き）・外部
情報への対応について取り組む。

２．入札制度の改革
　ランダム係数を用いた変動型最低制限価
格の試行的導入を図る。（本年１月１日か
ら運用中）

３．入札・契約制度の適正な運用
　第三者機関で入札・契約制度や適正な運
用等に関して調査・審議するため公共工事
入札・契約監視委員会設置要綱等を整備す
るなど、委員会発足・開催に向け取り組む。

４．建設業界への対応
　えびの市発注工事指名業者を対象に、企
業倫理研修会の開催。（４月２３日、えび
の市国際交流センター研修室で開催）

Ｅ
Ｍ
菌
の
導
入
を
！

美
化
セ
ン
タ
ー
の
延
命
化
に

松窪　ミツエ
議員
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特
集
①

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
は
、
５
月
14

日
か
ら
16
日
に
か
け
、
大
阪
府
大
阪
狭

山
市
、
山
口
県
防
府
市
及
び
広
島
県
江

田
島
市
の
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
阪
狭
山
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
円
卓

会
議
に
よ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
。
防
府
市
で
は
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
。
ま
た
、
江
田
島
市
で
は
廃
校
利
用

対
策
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

＊
大
阪
狭
山
市

　

大
阪
狭
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会

議
は
「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え

る
」
を
実
施
す
る
た
め
、
地
域
協
議
会

を
設
置
。
地
域
内
の
自
治
活
動
な
ど
の

事
業
に
関
す
る
、
計
画
の
立
案
・
予
算

編
成
を
協
議
会
に
委
ね
る
制
度
を
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
実
施
。

　

地
域
協
議
会
活
動
の
概
要

・
中
学
校
区
で
地
域
協
議
会
を
設
置
。

・
協
議
会
の
構
成
団
体
は
自
治
会
、
市

　

民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
所
等
。

・
年
間
５
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
予

　

算
案
の
提
案
。

（
予
算
提
案
権
は
市
長
の
権
限
）

・
対
象
事
業
は
ソ
フ
ト
事
業
に
限
る
。

　

研
修
内
容
は
、
現
在
え
び
の
市
が
計

画
し
て
い
る
地
域
運
営
協
議
会
の
設
置

に
つ
い
て
参
考
と
な
り
、
今
議
会
の
一

般
質
問
、
委
員
会
審
査
で
も
議
員
か
ら

活
発
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

＊
防
府
市

　

防
府
市
の
空
き
家
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
の
研
修
は
、
え
び
の
市
で
も
高

齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
中
、
市
内
各
地

で
空
き
家
・
空
き
地
が
多
く
み
ら
れ

▽
空
き
家
の
倒
壊

▽
建
築
材
の
敷
地
外
へ
の
飛
散

▽
不
特
定
者
の
侵
入
に
よ
る
犯
罪
発
生

　

の
恐
れ

▽
空
き
地
の
雑
草
の
繁
茂
、
害
虫
の
発

　

生
▽
廃
棄
物
の
投
棄

な
ど
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
調
査
に
よ
る
と
、
空
き
家
等
の
適

正
管
理
条
例
を
施
行
し
て
い
る
の
は
22

都
道
府
県
54
自
治
体
で
あ
り
、
行
政
代

執
行（注
１
）を
行
う
に
は
「
相
続
人
が
確
定

し
て
い
な
い
。
所
有
者
が
不
明
だ
と
撤

去
費
を
請
求
で
き
な
い
」
な
ど
根
本
的

な
解
決
策
が
な
く
、
関
連
す
る
法
制
度

の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

＊
江
田
島
市

　

江
田
島
市
で
は
、
廃
校
を
利
用
し
た

自
然
体
験
環
境
体
験
学
習
交
流
館
事
業

に
つ
い
て
研
修
。
市
で
は
平
成
14
年
３

月
廃
校
と
な
っ
た
旧
深
江
小
学
校
を
利

用
。
旧
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
「
海
辺

の
自
然
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
を
支

援
し
な
が
ら
、
市
内
小
中
学
校
と
連
携

し
た
地
域
性
の
あ
る
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

　

旧
廃
校
跡
地
を
箱
物
利
用
の
視
点
だ

け
で
は
な
く
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

の
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。

　

学
習
交
流
館
事
業
に
つ
い
て
は
国
・

県
の
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

（
広
島
県
の
補
助
金
）

　

わ
が
ま
ち
の
教
育
支
援
事
業
な
ど
４

件
の
補
助
事
業
。

（
国
の
補
助
金
）

　

環
境
教
育
モ
デ
ル
市
町
村
指
定
事
業

な
ど
３
件
の
補
助
事
業
。
そ
の
他
独
立

行
政
法
人
な
ど
の
助
成
事
業
を
活
用
し

て
廃
校
を
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
で
も
、
現
在
霧
島
分
校
な

ど
３
校
の
廃
校
が
あ
り
、
そ
の
活
用
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
１
：
法
律
に
基
づ
き
行
政
庁
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た

行
為
に
つ
い
て
、
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い

場
合
、
行
政
が
義
務
者
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
。

総
務
教
育
常
任
委
員
長
　
北
園
　
一
正

山口県防府市での研修風景

常任委員会
管外調査

～総務教育常任委員会～
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特
集
②

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
去
る

５
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
宮
城

県
石
巻
市
及
び
東
京
都
中
央
区
の
清
掃

工
場
を
そ
れ
ぞ
れ
行
政
視
察
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
、
調
査
の
内
容
を
次

の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
地
震
や
大

津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

１
万
９
０
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
の

尊
い
命
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
な
ど
、

想
像
を
絶
す
る
記
録
的
な
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

宮
崎
県
議
会
は
、
本
県
が
口
蹄
疫
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
さ
ら
に
は
新
燃
岳
の

噴
火
の
際
に
全
国
か
ら
支
援
を
受
け
た

こ
と
を
再
認
識
し
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
最
大
限
の
協
力
を
す
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
会
一
致
で
が

れ
き
の
受
け
入
れ
を
決
議
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
は
国
が
示

す
安
全
基
準
の
根
拠
や
安
全
等
の
説
明

不
足
に
よ
り
政
府
に
対
す
る
信
頼
が
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
は
受
入
れ
後
の
経
費

や
風
評
被
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
国

が
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
対
応
し
て

く
れ
る
か
判
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
理

由
で
、
な
か
な
か
先
に
進
ま
な
い
状
況

で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
は
、
焼

却
施
設
の
あ
る
本
市
と
し
て
万
が
一
が

れ
き
の
受
入
れ
を
開
始
し
た
と
き
に
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
こ
う
し
た
安
全

性
も
含
め
て
、
被
災
地
の
災
害
廃
棄
物

の
現
状
や
処
理
状
況
等
の
調
査
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
を
し
た
も
の

で
す
。

※
宮
城
県
石
巻
市
の
視
察
調
査
内
容

　

石
巻
市
に
お
い
て
は
、
最
大
震
度
６

強
を
記
録
し
、
そ
の
後
に
押
し
寄
せ
た

大
津
波
に
よ
っ
て
、
沿
岸
地
域
や
外
洋

に
面
し
た
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家

屋
等
が
流
出
し
て
し
ま
う
大
き
な
被
害

を
受
け
、
約
３
９
０
０
人
も
の
市
民
が

死
亡
・
行
方
不
明
と
な
る
大
惨
事
と
な

っ
た
。
こ
の
地
震
・
津
波
に
よ
り
発
生

し
た
廃
棄
物
の
量
も
膨
大
で
、
石
巻
市

で
は
６
１
６
万
３
千
㌧
と
通
年
ゴ
ミ
処

理
量
の
１
０
６
年
分
に
相
当
す
る
量
が

発
生
し
、
市
内
23
カ
所
に
仮
置
き
場
を

設
置
し
、
そ
の
処
理
に
全
力
を
挙
げ
て

対
応
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
２
次
処
理
に
つ
い
て
、
雲ひ

ば
り雀

野の

地
区
に
処
理
施
設
（
日
量
３
０
０
㌧

焼
却
可
能
な
焼
却
炉
を
５
基
）
建
設
中

で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
焼
却
施
設
に
お

い
て
可
燃
物
の
25
％
に
当
る
２
０
０
万

㌧
を
処
理
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
完
了

す
る
ま
で
に
４
～
５
年
か
か
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
今
回
の
調

査
で
一
番
問
題
視
し
て
い
た
放
射
線
量

に
つ
い
て
、
通
常
、
公
衆
被
爆
の
線
量

限
度
は
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
石
巻
市
は
福

島
原
発
か
ら
１
０
０
㎞
以
上
離
れ
て
お

り
、
空
間
放
射
線
量
は
他
の
地
域
と
同

等
の
０
．
０
９
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
結

果
が
で
て
い
る
。
な
お
、
が
れ
き
処
理

場
で
測
定
し
た
結
果
は
、
０
．
０
２
～

０
．
０
８
の
数
値
を
示
し
て
お
り
問
題

の
無
い
こ
と
を
確
認
致
し
ま
し
た
。

※
東
京
都
中
央
区
清
掃
工
場
視
察
調
査

　

女
川
町
の
災
害
廃
棄
物
を
受
入
れ
て

お
り
、
ま
ず
現
物
の
荷
受
け
状
況
を
確

認
し
た
。
そ
の
後
、
災
害
廃
棄
物
の
処

理
等
に
つ
き
説
明
を
受
け
、
工
場
内
の

視
察
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
の
測
定
結
果
は
不

検
出
で
、
す
べ
て
法
規
制
値
を
下
ま
わ

っ
て
お
り
、
災
害
廃
棄
物
を
焼
却
し
た

影
響
は
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
今
回
、
調
査
を
行

っ
た
石
巻
市
の
災
害
廃
棄
物
の
状
況
や

中
央
清
掃
工
場
の
結
果
を
勘
案
し
て
見

て
も
、
放
射
線
量
は
通
常
ゴ
ミ
焼
却
時

の
測
定
結
果
と
同
程
度
で
あ
り
、
災
害

廃
棄
物
を
焼
却
し
た
影
響
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
ら
問
題
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
今
後

は
焼
却
施
設
を
持
っ
て
い
る
各
自
治
体

が
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行

う
か
に
か
か
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
　
竹
中
　
雪
宏 石巻市の震災ガレキ仮置場の状況

常任委員会
管外調査

～産業厚生常任委員会～
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当
委
員
会
で
は
、
議
案
２
件
を
審
査
。

２
件
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と

し
て
い
ま
し
た
、
陳
情
第
14
号
は
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
（
意
見

書
参
照
）

●
議
案
第
44
号
え
び
の
市
税
条
例
の
一

部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
及
び
宮
崎
県
税
条
例
の
改
正
な
ど
に

関
連
し
て
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

・
市
た
ば
こ
税
の
税
率
改
正

　

都
道
府
県
た
ば
こ
税
の
一
部
が
、
市

町
村
た
ば
こ
税
に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正
で
、
市
た
ば
こ
税
が
増
収
と

な
り
ま
す
。

・
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
引
き
上
げ

　

東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
の
法
律
に

よ
り
臨
時
（
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
10
年
間
）
の
措
置
と
し
て
、

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
う
ち
県
民
税

を
５
０
０
円
、
市
民
税
を
５
０
０
円
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。
増
収
分
に
相
当

す
る
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
震
災
復

興
資
金
に
充
て
ま
す
。

●
議
案
第
47
号
　
一
般
会
計
の
補
正

　

補
正
予
算
に
関
連
し
て
、
地
域
運
営

協
議
会
設
置
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

市
が
め
ざ
す
協
議
会
の
内
容
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
「
地
域
運
営
協
議
会
」
と
は
、
少
子

高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
及
び
地
域
の

問
題
解
決
を
目
的
に
、
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
組
織
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

・
現
行
の
区
と
自
治
公
民
館
の
組
織
の

一
本
化
。
自
治
会
の
位
置
づ
け
を
確
立

し
自
治
会
長
と
班
長
を
お
く
。

・
行
政
事
務
連
絡
を
各
自
治
会
に
委
託

す
る
方
向
で
検
討
。

・
各
中
学
校
区
に
地
域
運
営
協
議
会
を

設
置
、
各
自
治
会
の
連
携
を
図
る
。

＊
「
地
域
運
営
協
議
会
の
活
動
」

・
現
在
、
区
が
実
施
し
て
い
る
活
動
を

直
ち
に
協
議
会
に
移
行
す
る
も
の
で
は

な
く
、
区
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
を
協
働
で
補
完
す
る
組
織
と
し
て
活

動
に
取
り
組
む
。

・
協
議
会
で
は
、
地
域
の
将
来
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
考
え
地
域
内
の
複
数
の

区
が
連
携
を
図
り
、
情
報
交
換
や
交
流

を
深
め
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

総
務
教
育
常
任
委
員
長
　
北
園
　
一
正

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、

議
案
７
件
で
し
た
。
審
査
の
結
果
、
議

案
６
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、
議
案
第
46
号

に
つ
い
て
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
挙
手

に
よ
る
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

以
下
、
審
査
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

●
議
案
第
46
号
　
え
び
の
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

医
療
費
の
増
大
、
人
口
減
少
な
ど
国

保
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中

で
、
国
保
税
に
お
け
る
医
療
分
及
び
介

護
納
付
金
の
所
得
割
税
率
を
、
そ
れ
ぞ

れ
１
％
ず
つ
引
き
上
げ
る
改
正
で
す
。

Ｑ
：
基
金
の
残
金
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
。

Ａ
：
１
億
円
を
取
り
崩
し
た
残
額
と
23

年
度
の
繰
り
越
し
分
を
合
計
す
る
と
、

５
４
４
８
万
７
千
円
程
度
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

Ｑ
：
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が

１
億
２
４
８
０
万
円
程
度
と
い
う
こ

と
だ
が
、
昨
年
度
か
ら
す
る
と
ど
の

く
ら
い
変
わ
っ
た
も
の
か
。

Ａ
：
ル
ー
ル
分
を
除
い
た
独
自
支
援
分

は
、
23
年
度
の
見
込
み
で
２
６
７
９

　

万
１
千
円
程
度
で
あ
る
。

※
国
保
税
の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
努
力

は
認
め
る
が
、
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る

農
家
や
中
小
企
業
零
細
業
者
の
生
活
を

脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
趣
旨
の

反
対
論
も
あ
り
ま
し
た
。

●
議
案
第
47
号
　
一
般
会
計
の
補
正

　

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
費
の
中
で

青
年
就
農
交
付
金
と
し
て
補
正
し
た
事

業
は
青
年
就
農
者
の
大
幅
な
増
大
を
図

る
も
の
で
す
。

Ｑ
：
計
画
し
て
い
る
10
人
に
つ
い
て
、

対
象
者
の
作
物
種
別
と
経
営
形
態
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
：
施
設
園
芸
６
名
、
稲
作
１
名
、
露

地
野
菜
２
名
、
養
豚
１
名
で
、
親
元

就
農
と
全
く
の
新
規
に
就
農
す
る
人

に
分
か
れ
て
い
る
。

●
観
光
特
別
会
計
の
補
正
に
つ
い
て

　

白
鳥
温
泉
上
湯
の
テ
レ
メ
ー
タ
ー
装

置
が
落
雷
に
よ
り
故
障
し
た
た
め
、
工

事
請
負
費
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
：
こ
の
場
所
に
限
ら
ず
、
落
雷
が
多

発
し
て
い
る
の
で
、
緊
急
を
要
す
る

場
所
に
つ
い
て
は
、
未
然
防
止
の
処

置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
状
況
を
調
査
し
、
必
要
な
箇
所
は

予
算
措
置
な
ど
の
対
応
を
し
た
い
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
　
竹
中
　
雪
宏

総
務
教
育
常
任
委
員
会
審
査
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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可決した決議・意見書
陸上自衛隊第２４普通科連隊の存続・復元及び
えびの駐屯地の存続・強化についての決議

新中期防衛力整備計画の中に基幹部隊の見直し、常備自衛官の削減（平成２２年度末から二千
人程度削減）が示され、整備統合が進められている。えびの市・小林市・高原町・鹿児島県湧水
町で結成している存続期成同盟会一同は、第２４普通科連隊とえびの駐屯地の縮小廃止に非常に
大きな危機感と懸念を抱いている。

新防衛大綱では、即応性、機動性、柔軟性、持続性及び多目的性を備えた「機動防衛力」を構築し、
自衛隊の空白地となっている島嶼（とうしょ）部への攻撃に対する対応や周辺海空域への安全確
保に関する能力を強化することを明らかにしている。このような状況下において、えびの駐屯地
は、南九州の三県の中央に位置する地の利を生かし、教育訓練などの総合運用基盤を強化するた
めの調達・補給・整備などの機能を有する集約拠点化駐屯地として、効果的かつ効率的に活用で
きる可能性を秘めていると考えている。

現在実施されている防衛力整備計画では、１個師団、３個普通科連隊の３単位制がとられ、そ
の計画に基づき、北部方面隊から改編が随時実施されている。西部方面隊においては、平成２５
年度より第４師団のコア部隊である第１９普通科連隊が、方面混成団に吸収されて教育担任部隊
となり、さらに人員の減少が見込まれている。この流れからいけば、第８師団における第２４普
通科連隊及びえびの駐屯地の存続は極めて厳しくなることが予想される。昨今の島嶼（とうしょ）
部への危機感の高まりを鑑みれば、第２４普通科連隊の復元（フル部隊への増強）を行い、南西
諸島における島嶼（とうしょ）部対応部隊の新設も視野に入れ、防衛政策上において第２４普通
科連隊を西部方面直轄部隊として増強し、機動能力最強の部隊を編成すべきと考える。

また、当市にある国内唯一の海上自衛隊ＶＬＦえびの送信所は、島国日本にとって海上防衛に
はなくてはならない非常に重要な施設であり、この施設を防衛する上でも、えびの駐屯地は大き
な役割を担うものである。

昨年１０月には、えびの駐屯地創立３０周年、また、ＶＬＦえびの送信所創立２０周年の節目
をそれぞれ迎えたことを祝し、多くの市民参加のもとで盛大に記念式典を挙行した。その式典に
おいて、えびの市、えびの市自衛隊後援会及びえびの市議団の三者により、『自衛隊のまち宣言』
を行い、将来に向かって、市を挙げて自衛隊との共存共栄をさらに図っていくことを強く誓った
ところである。本年５月には、多くの市民が見守る中、自衛隊による市中パレードが実施される
など、自衛隊の各種行事を通して、自衛隊とえびの市民は着実に共存共栄の道を歩んでいる。

東日本大震災では、自衛隊の多岐にわたる技術を駆使した救助活動等が、多くの国民に勇気と
感動を与えると共に、自衛隊の存在意義を大きく感じさせた。また、被災地の駐屯地・演習場等が、
機動展開の拠点として極めて重要な機能を発揮したことで、自衛隊基地の有用性が見直されたと
ころでもある。

えびの駐屯地、霧島演習場といった防衛施設の安定的な使用を達成することは、西部方面隊で
活躍する自衛隊員の技術力向上にもつながり、また、新燃岳噴火や集中豪雨などの自然災害が多
発する当地域において、災害派遣の拠点施設として大いに貢献できると考える。

また、東北の被災地が国際的な支援も受ける中、特に「ともだち作戦」では、日米同盟に基づ
く米軍の頼もしさを再認識できた。平素から日米同盟を強化する重要性を踏まえても、すでに日
米共同訓練の実績をもつえびの駐屯地や霧島演習場は、存在価値の高い施設といえる。

これらの観点から、陸上自衛隊第２４普通科連隊を存続し復元させること、また、えびの駐屯
地を存続させて増員増強を図ることにより、えびの市の自衛隊を更なる精強部隊に編成されるこ
とを強く要請する。

以上決議する。

　　平成２４年６月２５日
宮崎県えびの市議会
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住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの
体制・機能の充実を求める意見書

（一部抜粋）

　さまざまな政府統計が示すとおり、国民の所得と消費は下がり続け、就業・営業や就学の困
難が増し、格差と貧困が広がり続けている。また、東海地震や東南海・南海地震の発生が確実
視され、東北地方太平洋沖地震の発生による地震活動の活発化も指摘されており、生活への不
安が増幅している。こうしたなかで国に求められることは、地方自治体と共同し国民・住民の
生命を守り安全・安心を確保する責任と役割を発揮することである。
　出先機関の原則廃止をはじめとする「地域主権改革」や「独立行政法人の抜本的な見直し」
は、地域において国が果たすべき責任と役割をあいまいにするもので、政府の使命に反すると
ともに憲法第２５条の完全保障を求める国民的要求にも背くものである。
　よって、政府におかれては、下記の事項について実現するよう強く要望する。

記

１．憲法第２５条の完全保障を実現するため、国と地方の共同を強めるとともに、公務・公共
　　サービスの体制・機能の充実をはかること

２．国の出先機関を原則廃止する「アクション・プラン」や「独立行政法人の事務・事業の見
　　直しの基本方針」を見直し、防災対策など住民の安全・安心を確保するために必要な、国の
　　出先機関や独立行政法人の体制・機能の充実をはかること

３．行政サービスの低下を招く国の出先機関廃止、地方移譲はしないこと

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　　平成２４年６月２５日
宮崎県えびの市議会

基地対策予算の増額等を求める意見書
（一部抜粋）

　基地交付金・調整交付金については、基地所在による特別の財政需要等にかんがみ、固定資
産税の評価替えの翌年度において、平成元年度より３年ごとに増額されてきた経緯がある。

　また、自衛隊等の行為又は防衛施設の設置・運用により生ずる障害の防止・軽減のため国の
責任において防衛省所管の基地周辺対策事業が実施されている。

　よって、国におかれては、基地関係市町村の実情に配慮して下記事項を実現されるよう強く
要望する。

記

１　基地交付金及び調整交付金については、今年度は固定資産税の評価替えの年度にあたるた
　　め、これまで３年ごとに増額されている経緯を十分踏まえ、平成２５年度予算において増額
　　するとともに、基地交付金の対象資産を拡大すること。

２　基地周辺対策経費の所要額を確保するとともに、各事業の補助対象施設及び範囲の拡大等
　　の適用基準の更なる緩和を図ること。特に、特定防衛施設周辺整備調整交付金については、

　これまでの経緯を踏まえ平成２５年度予算において増額すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２４年６月２５日
宮崎県えびの市議会
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６
月
議
会
中
、大
型
台
風
接
近

で
、大
変
心
配
し
ま
し
た
が
上
陸

せ
ず
ひ
と
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
議
会
で
は
、一
般
質
問
で
、え

び
の
市
で
も
震
災
ガ
レ
キ
の
受
入

れ
を
す
べ
き
と
す
る
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
た
が
、市
長
は
風
評
被

害
等
を
心
配
し
、受
入
れ
に
つ
い

て
は
慎
重
に
対
応
し
た
い
と
の
答

弁
で
終
始
し
た
。続
く
、産
業
厚
生

常
任
委
員
会
審
査
の
中
で
は
、宮

城
県
石
巻
市
等
の
調
査
を
踏
ま
え

て
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、市
長

に
対
し
、現
地
調
査
を
す
る
よ
う

提
言
が
あ
り
、市
長
は
現
地
調
査

す
る
と
約
束
し
た
。議
会
も
今
後

の
状
況
を
見
守
り
た
い
。

編
集
委
員　

本
石　

長
永

　議会は、「市民に開かれた議会」「市民参加を推進する議会」をめざし、えびの市議
会基本条例に基づき、今年度で３回目の報告会を開催します。
　報告会では、３月議会及び６月議会の報告のほか、議会や市政に対する意見交換など
も行います。たくさんの市民の皆さまのご参加を、心よりお待ちいたしております。

〔報告開催日〕

編
集
後
記

月　日 地　区 会　　場 開会時間

８月４日
土曜日

東部地区
上江地区公民館
（上江地区体育館内）

午後７時30分から
中部地区

えびの市役所本庁
（１－１会議室）

８月１８日
土曜日

東部地区 飯野地区公民館

西部地区
真幸地区体育館
（集会室）

ト　　　　
ピックス 議会報告会を

開催します議会改革


